
(57)【要約】

【課題】ウエルドラインの発生を許すことで、製造設備

の追加や製造方法の複雑化を避ける一方、ウエルドライ

ンの位置や方向を変えることで、実質的にウエルドライ

ンによる割れ等の問題を防止することができる樹脂管継

手及びその製造方法を提供する。

【解決手段】射出成形により製造された樹脂管継手であ

って、射出成形時のウエルドラインＬが、樹脂管継手に

おける使用時の荷重集中部分以外の部分にある樹脂管継

手、及び、射出成形による樹脂管継手の製造方法であっ

て、金型のキャビティ内に溶融樹脂を注入した際のウエ

ルドラインＬが、樹脂管継手における使用時の荷重集中

部分以外の部分にくるように、樹脂注入用のゲートを設

ける樹脂管継手の製造方法。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
射 出 成 形 に よ り 製 造 さ れ た 樹 脂 管 継 手 で あ っ て 、 射 出 成 形 時 の ウ エ ル ド ラ イ ン （ Ｌ ） が 、
樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に あ る こ と を 特 徴 と す る 樹 脂 管 継 手
。
【 請 求 項 ２ 】
鋼 球 （ １ ） に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂 管 継 手 の 、 鋼 球 （ １ ） の 収 納 用 の 穴 （ ２ ） を 通 る
ウ エ ル ド ラ イ ン （ Ｌ ） が 、 管 継 手 の 軸 方 向 で な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂
管 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
射 出 成 形 に よ る 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 金 型 の キ ャ ビ テ ィ 内 に 溶 融 樹 脂 を 注 入 し
た 際 の ウ エ ル ド ラ イ ン （ Ｌ ） が 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に
く る よ う に 、 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト （ Ｇ ） を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
鋼 球 （ １ ） に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂 管 継 手 の 、 鋼 球 （ １ ） の 収 納 用 の 穴 （ ２ ） を 通 る
ウ エ ル ド ラ イ ン （ Ｌ ） が 、 管 継 手 の 軸 方 向 に 向 か な い よ う に 、 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト （ Ｇ ）
を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
鋼 球 （ １ ） の 収 納 用 の 穴 （ ２ ） か ら 離 れ た 位 置 に 、 エ ア ベ ン ト を 設 け る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 射 出 成 形 時 の ウ エ ル ド ラ イ ン に よ っ て 生 じ る 、 割 れ 等 の 問 題 を 防 止 す る こ と が
で き る 樹 脂 管 継 手 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
樹 脂 管 継 手 は 流 体 の 移 送 を 目 的 と し た も の で あ る た め 、 一 般 的 に 円 筒 状 に な っ て い る 。 こ
の よ う な 樹 脂 管 継 手 を 、 サ イ ド ゲ ー ト や ピ ン ゲ ー ト の 射 出 成 形 に よ っ て 製 造 す る 場 合 、 必
ず ウ エ ル ド ラ イ ン が 発 生 す る こ と と な る 。 そ し て 特 に 、 鋼 球 に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂
管 継 手 に お い て は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 の 一 部 に 必 ず ウ エ ル ド ラ イ ン が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の ウ エ ル ド ラ イ ン に 負 荷 が 作 用 す る と 、 他 の 部 分 よ り も 低 い 荷 重 で 樹 脂 破 壊 が 起 こ る こ
と が 一 般 的 に 知 ら れ て お り 、 そ の た め 、 ウ エ ル ド ラ イ ン を 生 じ な い 樹 脂 成 形 品 の 製 造 方 法
が 提 案 さ れ て い る 。 即 ち 、 射 出 成 形 に 際 し て 、 金 型 の キ ャ ビ テ ィ 内 に 注 入 し た 溶 融 樹 脂 の
流 動 先 端 が 合 流 す る ま で 加 熱 す る こ と に よ っ て 成 形 適 温 を 保 持 し 、 合 流 時 は 激 し く 衝 突 し
て 両 方 の 先 端 溶 融 樹 脂 が 交 錯 し た 接 合 部 を 生 ず る よ う に し た も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ７ ９ ７ ７ ２ 号 公 報 　 （ 第 ２ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う に ウ エ ル ド ラ イ ン を 生 じ な い よ う に す る た め に は 、 金 型
の キ ャ ビ テ ィ に 高 温 気 体 を 流 動 さ せ 、 キ ャ ビ テ ィ 表 面 と 充 填 さ れ る 溶 融 原 料 の 流 動 先 端 と
を 加 熱 さ せ て 、 流 動 先 端 を 合 流 時 ま で 成 形 適 温 に 保 持 さ せ 、 流 動 先 端 が 合 流 す る と き 、 こ
の 部 分 の 流 速 を 高 温 気 体 の 急 排 出 に よ り 激 し い 衝 突 が 起 こ る よ う に 加 速 さ せ る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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そ こ で 本 発 明 は 、 ウ エ ル ド ラ イ ン の 発 生 を 許 す こ と で 、 製 造 設 備 の 追 加 や 製 造 方 法 の 複 雑
化 を 避 け る 一 方 、 ウ エ ル ド ラ イ ン の 位 置 や 方 向 を 変 え る こ と で 、 実 質 的 に ウ エ ル ド ラ イ ン
に よ る 割 れ 等 の 問 題 を 防 止 す る こ と が で き る 樹 脂 管 継 手 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 第 １ の 要 旨 は 、 射 出
成 形 に よ り 製 造 さ れ た 樹 脂 管 継 手 で あ っ て 、 射 出 成 形 時 の ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手
に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に あ る 樹 脂 管 継 手 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 特 に 、 鋼 球 に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂 管 継 手 に あ っ て は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通
る ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 管 継 手 の 軸 方 向 で は な い 樹 脂 管 継 手 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 ２ の 要 旨 は 、 射 出 成 形 に よ る 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 金 型 の キ ャ ビ テ
ィ 内 に 溶 融 樹 脂 を 注 入 し た 際 の ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中
部 分 以 外 の 部 分 に く る よ う に 、 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト を 設 け る 樹 脂 管 継 手 の 製 造 方 法 に 係 る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ し て 特 に 、 鋼 球 に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂 管 継 手 に あ っ て は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通
る ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 管 継 手 の 軸 方 向 に 向 か な い よ う に 、 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト を 設 け る 樹
脂 管 継 手 の 製 造 方 法 に 係 る も の で あ る 。 な お 、 こ の 場 合 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 か ら 離 れ た 位
置 に エ ア ベ ン ト を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 樹 脂 管 継 手 は 、 射 出 成 形 時 の ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷
重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に あ る も の で 、 そ の 製 造 方 法 は 、 金 型 の キ ャ ビ テ ィ 内 に 溶 融 樹 脂 を
注 入 し た 際 の ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に
く る よ う に 、 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト を 設 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
即 ち 、 ウ エ ル ド ラ イ ン 自 体 を な く す も の で は な く 、 ウ エ ル ド ラ イ ン の 発 生 を 許 し な が ら 、
ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に あ る よ う に し
た も の で あ る 。 従 っ て 、 設 備 的 に は 一 般 的 な 射 出 成 形 と 何 ら 変 わ る と こ ろ は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ で 、 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 と は 、 例 え ば 、 鋼 球 に よ っ て 管 体 を 押
圧 し て 結 合 す る 管 継 手 の 場 合 に は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 の 軸 方 向 部 分 で あ る 。 即 ち 、 管 体 を
脱 着 自 在 に 結 合 す る 管 継 手 と し て 、 傾 斜 面 を 有 す る 外 カ ラ ー に 押 圧 部 材 と し て 鋼 球 を 接 触
さ せ る 構 造 が あ る 。 具 体 的 に は 、 管 継 手 の 一 端 に 、 傾 斜 面 を 有 す る 外 カ ラ ー を 設 け る と 共
に 、 外 カ ラ ー の 内 側 に 、 鋼 球 の 押 圧 部 材 を 収 納 し た 内 カ ラ ー を 挿 入 し た 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 管 継 手 は 、 管 体 を 内 カ ラ ー に 差 し 込 ん だ 状 態 で 引 き 抜 き 力 （ 使 用 に よ る 流 体 圧
） が 作 用 す る と 、 内 カ ラ ー と 共 に 押 圧 部 材 で あ る 鋼 球 が 引 き 出 さ れ 、 そ の 結 果 、 外 カ ラ ー
の 傾 斜 面 に よ っ て 鋼 球 が 管 体 の 表 面 に 向 か い 、 管 体 に 対 し て 締 め 付 け 力 を 発 揮 す る よ う に
な っ て い る 。 そ の た め 、 内 カ ラ ー に お け る 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 は 、 管 継 手 の 軸 方 向 部 分 で 、
引 き 抜 き 力 に 伴 う 鋼 球 の 圧 力 を 受 け る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
従 っ て 、 管 継 手 を 構 成 す る 内 カ ラ ー は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 の 軸 方 向 部 分 が 荷 重 集 中 部 分 と
な り 、 内 カ ラ ー が 樹 脂 製 で あ る な ら ば 、 射 出 成 形 に 伴 う ウ エ ル ド ラ イ ン が 管 継 手 の 軸 方 向
で あ る と 、 管 継 手 の 使 用 時 に 作 用 す る 流 体 圧 に よ っ て 亀 裂 が 発 生 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 樹 脂 管 継 手 で は 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通 る ウ エ ル ド ラ イ ン が 管 継 手 の 軸
方 向 で な い よ う に す る こ と で 、 亀 裂 の お そ れ を 解 消 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う な 本 発 明 の 樹 脂 管 継 手 は 、 所 定 数 の 樹 脂 注 入 用 ゲ ー ト を 所 定 の 位 置 に 設 定 す る こ
と で 製 造 で き る 。 即 ち 、 一 般 的 に は 樹 脂 注 入 用 の ゲ ー ト の 中 間 部 分 に ウ エ ル ド ラ イ ン が く
る の で 、 ゲ ー ト の 中 間 と 荷 重 集 中 部 分 と が 一 致 し な い よ う に ゲ ー ト 数 や 位 置 を 設 定 す る の
で あ る 。 な お 、 ウ エ ル ド ラ イ ン を 確 実 に 導 く た め に は 、 エ ア ベ ン ト を 設 け て お く こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 樹 脂 管 継 手 及 び そ の 製 造 方 法 に お け る 最 良 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を も っ て 説
明 す る 。 図 １ は 、 樹 脂 製 の 管 継 手 を 射 出 成 形 で 製 造 し た 場 合 の ウ エ ル ド ラ イ ン の 発 生 状 況
を 示 す 概 念 図 で あ り 、 図 １ （ Ａ ） は サ イ ド ゲ ー ト の 場 合 、 図 １ （ Ｂ ） は ピ ン ゲ ー ト の 場 合
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ （ Ａ ） に 示 す 通 り 、 サ イ ド ゲ ー ト （ １ 点 ） の 場 合 に は 、 上 部 の ゲ ー ト Ｇ か ら 矢 印 の よ
う に 二 手 に 分 か れ て 樹 脂 が 流 れ 、 下 部 で 合 流 し て ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が 発 生 す る 。 ま た 、 図
１ （ Ｂ ） に 示 す 通 り 、 ピ ン ゲ ー ト （ ３ 点 ） の 場 合 に は 、 正 三 角 形 の 各 頂 点 に あ る ゲ ー ト Ｇ
か ら そ れ ぞ れ 矢 印 の よ う に 二 手 に 分 か れ て 樹 脂 が 流 れ 、 ゲ ー ト Ｇ の 中 間 部 で 合 流 し て ウ エ
ル ド ラ イ ン Ｌ が 発 生 す る 。 従 っ て 、 こ の ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が 樹 脂 管 継 手 に お け る 使 用 時 の
荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に く る よ う に ゲ ー ト Ｇ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 点 に 関 し 、 鋼 球 に よ っ て 管 体 を 結 合 す る 樹 脂 管 継 手 を 例 と し て 、 更 に 説 明 す る 。 図 ２
は 、 ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通 る 管 継 手 の 軸 方 向 に 向 い た 場 合 の 状 況 を 示
す 概 念 図 で あ る 。 即 ち 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 通 り 、 ピ ン ゲ ー ト Ｇ （ ４ 点 ） が 正 方 形 の 各 頂 点
に あ る 場 合 に は 、 上 下 左 右 に 設 け ら れ た 鋼 球 １ の 収 納 用 の 穴 ２ を 通 る ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が
管 継 手 の 軸 方 向 に 向 く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 管 継 手 の 使 用 時 に お け る 流 体 圧 や 引 張 り 荷 重 が 鋼 球 １ に 作 用 す る と 、 鋼 球 １ は 管
継 手 の 軸 方 向 に 動 く こ と か ら 、 穴 ２ の ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ に 当 る こ と に な る 。 す る と 、 図 ２
（ Ｂ ） に 示 す 通 り 、 ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ に 負 荷 が 集 中 し て し ま い 、 低 い 荷 重 で 破 壊 （ 亀 裂 が
発 生 ） す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
と こ ろ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ピ ン ゲ ー ト Ｇ を 対 角 に 向 か い 合 う ２ カ 所 に 減 ら し 、 そ の 中
間 部 分 に エ ア ベ ン ト を 設 け る と 、 ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が こ の 中 間 部 分 に 発 生 す る よ う に な り
、 鋼 球 １ の 収 納 用 の 穴 ２ を 軸 方 向 に 通 ら な く な る 。 即 ち 、 ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が 、 樹 脂 管 継
手 に お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に く る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の 結 果 、 耐 圧 テ ス ト に お い て 、 図 ２ に 示 す ４ カ 所 の ピ ン ゲ ー ト Ｇ に よ っ て 射 出 成 形 さ れ
た 樹 脂 管 継 手 が 、 穴 ２ の ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ に 鋼 球 １ が 当 た る こ と に よ り 亀 裂 が 発 生 し て い
た の に 対 し 、 図 ３ に 示 す も の で は 、 鋼 球 １ が 当 た る 穴 ２ に ウ エ ル ド ラ イ ン Ｌ が な い た め 、
よ り 厳 し い 条 件 の 耐 圧 テ ス ト で も 亀 裂 の 発 生 が 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 樹 脂 管 継 手 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 射 出 成 形 時 の ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 樹 脂 管 継 手 に
お け る 使 用 時 の 荷 重 集 中 部 分 以 外 の 部 分 に あ る よ う に し た の で 、 ウ エ ル ド ラ イ ン を 発 生 さ
せ な い 場 合 に 必 要 と な る 製 造 設 備 の 追 加 や 製 造 方 法 の 複 雑 化 を 避 け な が ら 、 実 質 的 に は ウ
エ ル ド ラ イ ン に よ る 割 れ 等 の 問 題 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 樹 脂 製 の 管 継 手 を 射 出 成 形 で 製 造 し た 場 合 の ウ エ ル ド ラ イ ン の 発 生 状 況
を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通 る 管 継 手 の 軸 方 向 に 向 い た 場
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合 の 状 況 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ウ エ ル ド ラ イ ン が 、 鋼 球 の 収 納 用 の 穴 を 通 る 管 継 手 の 軸 方 向 に 向 か な い
場 合 の 状 況 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ‥ 鋼 球
２ ‥ 穴
Ｌ ‥ ウ エ ル ド ラ イ ン
Ｇ ‥ ゲ ー ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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